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社会学分野スタッフの研究業績（2014 年度）
2014 年 4 月 1 日から 2015 年 3 月 31 日までに刊行（刊行予定）の
編著書・論文・学会発表・講演・その他
江原　由美子　EHARA, Yumiko
【論文】
江原由美子，2014，「中小企業こそ女性の能力を引出し飛躍できる！」『型技術』
日刊工業新聞社，29(4): 18-21.
江原由美子，2014，「フェミニズムと家族」『社会学評論』日本社会学会，
64(4): 553-571.
江原由美子，2014，「本気の女性活用に向けて」『企業年金』，33(7): 48-51 .
【報告】
江原由美子，2015，『ジェンダーをめぐるコミュニケーション齟齬の研究』　　
23 年度 ~26 年度科学研究費研究結果報告書．
不破　麻紀子　FUWA, Makiko
【論文】
Fuwa, Makiko, 2015,「Division of Housework among Dual-earner Couples in East 
Asian Countries: A Comparison of Chinese, Japanese, Korean, and Taiwanese 
Couples」，『人文学報』497（社会学 50）: 1-20.
不破麻紀子，2015，「就業環境と既婚男性の家事分担 :JLPS2007, 2009, 2011, 
2013 データの分析から」『東京大学社会科学研究所パネル調査プロジェク
トディスカッションペーパーシリーズ』No86:1-20.
【発表・講演】
Fuwa, Makiko, 2014, “Regional variances in gender inequality and housework in 
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Japan,” Annual Meeting of the American Sociological Association, August 16, 2014 
San Francisco, CA. 
Fuwa, Makiko, 2014, “Gender Inequality: Work and Family Conﬂict in Contemporary 
Japan,” XVIII ISA World Congress of Sociology: Japanese Thematic Session 13 
ʻLow Fertility, Rapidly Aging Society, and Changing Gender Relationsʼ July 15, 
2014, Yokohama, Japan.（招待講演）
不破麻紀子，2014,「男女共同参画：ワークライフバランスから考える」横浜
税関職員研修男女共同参画等セミナー　2014 年 9 月 9 日
不破麻紀子，2014,「男女平等参画に関する日本と諸外国の比較」第 4 回男女
平等参画施策検討会（東京都生活文化局）2014 年 1 月 31 日
栗山　正光　KURIYAMA，Masamitsu
【論文】
栗山正光， 2014, 「学術コミュニケーションと電子ジャーナル」日本図書館情報
学会研究委員会編『電子書籍と電子ジャーナル』勉誠出版 .
栗山正光，2014， 「機関リポジトリの現状とこれから」『現代の図書館』52(4): 
218-226.
【エッセイ】
栗山正光，2014, 「今そこにあるオープンアクセス第 6 回　インタビュー・ウィ
ズ・ポインダー」『月刊 DRF』52: 2.
栗山正光， 2014, 「今そこにあるオープンアクセス第 7 回　エンバーゴなんかこ
わくない」　　『月刊 DRF』54: 6.
栗山正光， 2014, 「今そこにあるオープンアクセス第 8 回　OA 論文は新たな金
山か？」　『月刊 DRF』56: 6.
栗山正光， 2014, 「今そこにあるオープンアクセス第 9 回　さらばベルリン」『月
刊 DRF』58: 6.
栗山正光， 2015, 「今そこにあるオープンアクセス第 10 回　学位論文のリポジ
トリ公開をめぐる議論」『月刊 DRF』60: 4.
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【学会発表・講演など】
栗山正光，2014, 「大学図書館ウェブサイトにおけるアクセス解析ツール活用の
現状」日本図書館情報学会 2014 年春季研究集会 .
Kuriyama, Masamitsu, 2015, “Institutional repositories in Japan: an overview”  France/
Japan Joint Meeting on Open Access, French Embassy in Tokyo, Jan. 28, 2015.
宮臺　眞司　MIYADAI, Shinji
内藤　準　NAITO, Jun
【論文】
内藤準，2015， 「就職の統計的ジェンダー差別における予言の自己成就──基
本的なメカニズムとダイバーシティ施策の効果」『理論と方法』30(1). （掲
載予定）
内藤準，2014， 「社会階層研究における機会の平等と完全移動──概念の分析
に基づく方法論的検討」『社会学評論』65(3): 390-407.
内藤準，2014， 「ジェンダー　なぜ男女差別があるのか──予言の自己成就」
小林盾・金井雅之・佐藤嘉倫・内藤準・浜田宏・武藤正義編， 2014， 『社会
学入門──社会をモデルで読む』朝倉書店， 81-89.
内藤準・高橋康二・脇田彩・細川千紘・斉藤裕哉・小山聖史・桑名祐樹，2014，「標
本抽出台帳の電子化と調査の際の具体的注意点」『社会と調査』13: 94-100.
【編著】
小林盾・金井雅之・佐藤嘉倫・内藤準・浜田宏・武藤正義編 , 2014, 『社会学入
門──社会をモデルで読む』朝倉書店 .
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中川　薫　NAKAGAWA, Kaoru
【論文】
Kaoru Nakagawa and Michiyo Yamamoto, 2015, “A study on factors related to 
earthquake preparedness by family of non-institutionalized individuals with severe 
motor and intellectual disabilities,” Japanese Journal of Social Welfare, 55(5): 1-12.
【講演】
中川　薫， 2015，「日本における終末期ケアの現状と課題」，台湾成功大学．
中尾　啓子　NAKAO, Keiko
【報告】
Keiko Nakao, Shigemi Ohtsuki, and Aya Wakita, 2014, ”The Effect of Education on 
Society Reconsidered: Positive and Negative Consequences”, ISA Yokohama．
Keiko Nakao, 2014,”Consensus or Dissensus in Occupational Prestige Evaluation: 
A New Approach to Measuring Consensus and Inter-group Variations” ASA San 
Francisco.
左古　輝人　SAKO, Teruhito
【共著書】
左古輝人，2014，「世界恐慌の経済倫理」， 西山雄二編『カタストロフィと人文学』
勁草書房， 113-140.
【論文】
左古輝人，2015，「ヒットソング歌詞の変遷 1968 年から 2013 年まで」『人文学
報』497（社会学 50）: 49-85.
左古輝人，2014，「1980 年代から 2010 年までの『ジェンダー』：日本の定期刊
行物における」『ジェンダーをめぐるコミュニケーション齟齬の研究』科学
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研究費補助金（基盤研究 C）研究成果報告書．
【学術講演など】
左古輝人，2014，「ヒットソングのテキストマイニング　単純集計から仮説の
導出まで」 ソーシャルコンピュテーション研究会， 於秋葉原ダイビル首都大
会議室， 10 月 18 日． 
左古輝人，2015， 「テキスト情報の統計的分析」ファシリテーター， 報告者左古，
下川原英理， 栗山正光， 首都大学東京研究者交流サロン， 於首都大学長室， 
2015 年 1 月 27 日．
玉野　和志　TAMANO, Kazushi
【論文】
玉野和志，2014，「コミュニティ政策への批判にどう応えるか──討議的民主
主義の視点から」，コミュニティ政策学会編『コミュニティ政策』12，東信
堂，58-75
【書評】
玉野和志，2014，「岩崎信彦・上田惟一・広原盛明・鯵坂学・高木正朗・吉原
直樹編『増補版　町内会の研究』」，『日本都市社会学会年報』32:149-158.
【研究動向紹介】
玉野和志，2015，「RC21 Urban and Regional Development ──グローバル・アー
バニゼーションの下での都市・地域研究の方法」，『社会と調査』第 14 号 : 
52-53.
丹野　清人　TANNO, Kiyoto
【論文】
丹野清人，2014，「景気循環と外国人労働者」『都市問題』105(5) : 69-78．
丹野清人，2014，「調査結果の概要及び考察」浜松市企画調整部国際課『浜松
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市における日本人市民及び外国人市民の意識実態調査　報告書』浜松市企
画調整部国際課，6-10．
Tanno Kiyoto, 2014,”Contemporary Japanese Immigration Policy under An Aging 
Society: Missionaries in The Medieval Times to Modern-day Foreign Laborers–
Are There Any Changes?”, Keynote speech paper at Simposio” Retos y Esperanzas 
de Japon en el Siglo XXI, a 400 Anos de la Mision Hasekura” in XIII Congreso 
Nacional Asia y Africa: Incertidumebres, rotos y grandes esperanzas en el siglo 
XXI: 1-16.
丹野清人，2015，「日系人から考える日本の労働問題」『全大協時報』38(6): 42-52．
和田　清美　WADA, Kiyomi
【論文】
和田清美，2014，「地域コミュニティ－その都市的形態と課題－」松本康編著『都
市社会学・入門』有斐閣，66-84.
和田清美，2014，「書評　吉原直樹編著『安全・安心コミュニティの存立基盤
－東北６都市の町内会分析』（2013 年 2 月刊、お茶の水書房）」『日本都市
社会学会年報』第 32 号 : 174-177.
和田清美，2014，「『都市のコミュニティ形成・まちづくりと担い手』を調査す
る－ 2012 年度首都大学東京都市教養学部「社会学演習」の調査実習報告－」
『社会と調査』第 13 号 : 80-84.
【学会報告・その他】
和田清美・細淵倫子・川口世人，2014 ，「大都市・東京における外国人居住の
現在－新宿・池袋の外国人生活実態調査（2013 年）から－」日本都市学会
第 61 回研究大会 .
和田清美，2015，「日本における地域福祉の現状と課題」『高齢化社会健康治理
論壇』国立成功大学人文社会科学中心（台湾，2015.01.27 開催）.
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